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はじめに

本報告集は さる 1998年 5月 25日 $-29$日に京都大学数理解析研究所で行われた短期共同研究
「数理物理に現れる非線形発展方程式の特異点の解析的研究」における講演者、及び参加討論者ら
による講演の概要とその後の研究成果の報告を兼ねたものである。本短期共同研究は偏微分方程式
論における、特異点の解析的研究と言う側面に焦点を当て、現在同各方面で興味深い問題を扱って
いる若手研究者が参加して行われたものであり、多くの活発な討論が行われた。そこにおいては、
扱う問題 (偏微分方程式)が「線形」 か「非線形」か、 その type が「楕円型」「放物型」か「双曲型」
「分散型」かと言った枠組みや、 問題の動機づけが「物性物理」か「流体力学」 か「量子力学」がと
言った既存の分類にあまりとらわれずに、 自由な討論や問題意識の発見が行われたように思う。
実際の共同研究は特異点と漸近解析を key word として互いに結びつく おおむね 5つの sub

sesslon によって実施され
(1) 界面と特異摂動問題 (接合漸近展開の方法),
(1’) 界面と特異極限問題 (平均曲率流方程式とその周辺)
(2) 非線形放物型方程式の解の爆発、
(3) 放物型流体方程式の時間大域漸近挙動 ‘
(3’) 流体方程式中の波動現象、
(4) 散乱理論極限吸収原理と平滑作用
(5) 非線形双曲型方程式の特異点の伝播

と言った topicsについて既存の理論の解説と問題意識の討論を行った。これらの題材自身は偏微分
方程式論の範疇とは言え方法論的には多方面に渡るものである。 しかし「解析学的手法」 としての
特異点の漸近解析と言う観点によって共通の認識を認めることができる。本短期共同研究を通じて、
今後こうした話題の中から相互の方法論の応用によってさらに発展を期待できると感じさせる議論
が多くあったことをつけ加えたい。参加いただいた各研究者、報告集の原稿を寄せて下さった共同
研究者、 さらには本共同研究の意義をご理解いただいきご支持いただいた、 京都大学共同研究事業
の関係諸先生に深く感謝するものである。 また本共同研究実施のためには数理研共同利用掛の方々
に大変御世話になった。この場を借りてお礼を申し上げる。

1999年 $12H21$ 日

研究代表者小川卓克


